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Ⅰ．緒言
陸上競技のスプリント運動など、高強度かつ高頻度の激運動後に激しい筋痛が引き起こされることがある
(激運動誘発性急性筋痛、以後 Intensive Exercise-induced Acute Muscle Pain: IEAMP）1)。IEAMP は、自転車
エルゴメーターを用いた全力ペダリング運動によっても誘発させることが可能であることが報告されてい
る。IEAMP は運動実施数分後に痛みが最大となり、その後10分程度で消失すること、また翌日に痛みが残
らない等の特徴を有するが、生理的機序については不明な点が多く残されている。青野らは、全力ペダリン
グ運動によって引き起こされた IEAMP の痛みの程度と間接的に推定された大腿伸筋群の速筋比率が高いこ
とを報告している 。従って、IEAMP 誘発にはペダリング運動に動員される速筋線維量や活動頻度、なら1)
びにそれらに関連した代謝産物が関連している可能性が考えられる。
ペダリング運動遂行時は回転数の増加に伴い、筋収縮速度と速筋線維の動員比率が高まることが考えられ
る。このことから、ある程度ペダリング運動の回転数が高まれば、速筋線維の動員比率が高まり、結果的に
全力ペダリングでなくても IEAMP が誘発される可能性が考えられる。しかし、これまで IEAMP が誘発す
る条件としてペダリング回転数に着目した研究はない。そこで、本研究は IEAMP とペダリング回転数の関
係を明らかにすることを目的とした。
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Ⅱ．方法
1)被験者：大学生6名（男性6名、年齢19－25歳）であり、事前に実験手順等を説明し、実験参加の同意を得
た。
2)課題:全力ペダリング課題と全力ペダリング課題遂行時と同量の仕事量となる異なる3種類(120rpm,100
rpm,80rpm)定常回転数ペダリング課題を異なる日に行った 。2)
3) IEAMP 評価:視覚的評価スケール（Visual Analogue Scale: VAS）による主観的な痛みの強さ（0mm: 痛み
なし、100mm:これまでで経験したことのない激しい痛み）を記録した。
Ⅲ．結果
図1に示したように、全力ペダリング課題と120rpm 課題、100rpm 課題において課題終了後数分で痛みが
最大となり15分程度で消失するという傾向が観察された。一方、80rpm 課題では、明確な痛みの最大値がみ
られず、全体として低値で推移した。図2に示したように、3セット終了後の各課題における Peak VAS を比
較したところ、全力ペダリング課題と100rpm 課題、80rpm 課題、そして120rpm 課題と80rpm 課題において
有意な差が観られた(p<0.05)。3セット終了後の各課題における Peak VAS を40mm 以上(high pain）と40mm
未満(low pain)に群分けした結果、100rpm 課題のみ二極化する傾向がみられた(図3)。
Ⅳ．考察
全力ペダリング課題と120rpm 課題において IEAMP の時系列変化に類似傾向がみられたこと、ならびに多
くの被験者で Peak VAS の値が50mm を越えていたことから、120rpm 課題においても IEAMP が誘発されて
いたと考えられる。それに対して、80rpm 課題では VAS の時系列変化が全力ペダリング課題ならびに、120、
100rpm 課題とは異なり、30mm 以下の低値で推移していた。このことから、総仕事量が同一でも、ペダリ
ング回転数が低い場合、IEAMP が誘発されないと考えられる。また、100rpm 課題では、全力ペダリング課
題や120rpm 課題に時系列変化が類似しているが、Peak VAS が40mm 未満の強い痛みを感じない被験者もい
ることから、100rpm 前後において IEAMP が誘発される閾値が存在する可能性が考えられる。
本研究から、仕事量を一定とした定常的なペダリング回転数課題においても IEAMP を誘発させることが
可能であるということが明らかとなった。従って、IEAMP 誘発条件として回転数が強く影響している可能
性があり、被験者によって100rpm もしくは、120rpm 前後に IEAMP を誘発させる閾値が存在する可能性が
示唆される。今後、これらの結果の運動生理学的意味をさらに調べる必要がある。
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